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〈 施設別の応急対策・復旧・復興（例）〉
ライフライ
ン（電 気・
ガスなど）

公　　園道　　路建　　物

暫定補修（応
急処置・仮復
旧）

応急仮設住
宅用地など

�障害物除
去
�暫定補修

� 震 災 救 援 所 
 （区立小・中学 
　校）
�応急仮設住宅

応急対策

本格補修・復
旧原状回復本格補修

�がれき処理
�建替え（道路
などの基盤整
備を伴わない）

復　　旧

共同溝化公園新設・
拡張

道路新設・
拡張

�建替え（道路
などの基盤整
備を伴う）
�共同・協調建
替え

復　　興

〈市街地復興の流れ〉
市街地復興に向けて必要な行動段　階期　間

　　　　　　市街地復
興初動体
制の確立

震災発生
～１週間

市街地復
興基本方
針などの
策定

１週間～
１カ月

市街地復
興基本計
画などの
策定

１カ月～
６カ月

復興まち
づくりの
推進

６カ月～

建築物応急
危険度判定

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

震災が発生した場合、区はただちに災害対策本部を設置し、災害応急対策・復旧対策に全力を注ぎます。そして、災害発生からおおむ
ね１週間後には、それらと並行して復興対策に取り組むため、災害対策本部のもとに震災復興本部を設置します。
この特集号では、復興対策の中で大きな部分を占める市街地復興対策についてお知らせします。　　　――問い合わせは、都市計画課へ。
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�
区
役
所
上
空
か
ら

１ 家屋被害状況などを調査します。

２ 壊滅的な被害を受けた地区の一部で、建築
行為を制限します。

３ 復興対象地区を区分し、指定します。

４ 区民などの参画により、復興計画をつく
り、復興事業を実施します。

【市街地復興とは】
　建物・道路などの整備により、再び震災が起きたとし
ても被害を受けない、あるいは被害を最小限にとどめる
ことができる安全で快適なまちをつくることです。

もこのまちに
住み続けていくために

家屋被害概況の調査

震災復興本部の設置

家屋被害状況の調査

市街地復興整備条例の制定

市街地復興基本計画（骨子案）の作成

市街地復興基本計画の策定

地区復興まちづくり計画の策定

復興まちづくりの推進

区有施設などの点検

市街地復興基本方針の策定

���������	
����������

災害対策本部の設置
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　震災救援所が開設される区立小・中学校や救援隊が設置される各地域区
民センターなどの被害状況と安全性を、調査・点検します。

　１～４の調査のほか、被災台帳作成のための調査や、被災者の生活実態調査
（災害発生後６カ月以内）を行います。
　同じような調査がいくつもあると思われるかもしれませんが、調査の目的・内
容・時期がそれぞれ違っていますので、一度にまとめて調査することはできませ
ん。しかし、たとえば家屋被害状況調査の結果を、被災証明書発行などのための
被災台帳作成の参考資料として活用するなど、各調査結果の相互利用、連携につ
いては検討していきます。
　なお、火災による「り災証明書」は、消防署が発行します。　

　余震などによる建物の倒壊や落下物が
引き起こす二次災害を防ぐため、被害の
激しい地区内の住宅、共同住宅を当面使
用できるかどうか調査します。
　この調査は、他自治体の職員や区内お
よび区外の登録済の民間ボランティアの
応援を求め、実施します。
　なお、建物の外観だけで危険度が判定
できる場合は外観調査のみにとどめ、外
観だけで判定できない場合は、内部調査
も行います。
　調査が終了した建
物には、危険度に応
じて「危険」（赤）、
「要注意」（黄）、「調
査済」（緑）の３種
類のステッカーのい
ずれかを、建物の出
入口などにはってい
きます。

　市街地復興対策の基礎資料とするため、被災地区内のす
べての建物の被害状況を１軒ずつ調査します。
　この調査は、他自治体の職員などの応援を求め、実施し
ます。なお、建物の外観調査とし、内部調査は行いません。
　建物の損壊の程度は、「全壊」、「半壊」、「一部損壊」、「無
被害」に分けて判定します。
　火災については、消防署からの情報（全焼＝７０％以上焼
損、半焼＝２０％以上７０％未満）を基本としますが、消防署
情報がまだ区に届いていない建物があった場合は、建物の
２０％以上の面積を焼損したものを「全半焼」と判定します。
　調査結果に基づき、区内をA大被害地区、B中被害地区、
C小被害地区、D無被害地区の４つの地区に区分して、地
区別被害状況図を作成します。また、地区別被害状況図と
被害状況集計表は、都に報告するとともに公表します。

どどんんなな
被被害害調調査査をを
行行ううかか　東京消防庁のヘリコプターによる空からの

情報などの関係機関からの情報のほか、救援
隊に配属された区職員からの情報などをあわ
せて、区災害対策本部が被害の概況を把握し
ます。また、必要に応じて、補足的な現地調
査を行います。
　区内を、被害概況により、A大被害地区、
B中被害地区、C小被害・無被害地区の３地
区におおまかに区分し、被害概況図を作成し
ます。
　調査結果は、都に報告するとともに公表し
ます。また、建築基準法第８４条に基づく建築
制限の区域指定の判断材料とします。
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建建築築制制限限にに
つついいてて
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建
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の
指
定
要
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類
似
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ま
す
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、
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と
し
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第
一
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の
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定
制
限
区
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次
の
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定
制
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区
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継
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す
る
可
能
性
が
高
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と
思
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ま
す
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し
か
し
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

第
一
次
制
限
の
指
定
区
域
の
う

ち
第
二
次
制
限
の
際
は
指
定
さ

れ
な
い
区
域
が
あ
っ
た
り
、
そ

の
逆
に
、
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二
次
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で
新
た

に
指
定
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れ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

◇
平
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の
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限

　

建
築
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限
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大
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が
発
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し
た
後
に
だ
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施
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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平
常
時
で
も
、
都
市
計
画
道

路
・
公
園
の
計
画
決
定
区
域
内

や
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

な
ど
で
は
、
都
市
計
画
法
に
よ

り
、
原
則
と
し
て
二
階
建
以
下

（
地
下
室
不
可
）
の
木
造
・
鉄

骨
造
な
ど
で
移
転
・
除
却
が
容

易
な
建
物
し
か
建
て
ら
れ
な

い
、と
い
う
制
限
が
あ
り
ま
す
。

内
に
お
い
て
相
当
数
の
建
築
物

が
滅
失
し
た
こ
と
。

�
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
の

整
備
の
状
況
、
土
地
利
用
の
動

向
な
ど
か
ら
み
て
不
良
な
街
区

の
環
境
が
形
成
さ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
。

�
当
該
区
域
の
緊
急
か
つ
健
全

な
復
興
を
図
る
た
め
、
土
地
区

画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発

事
業
そ
の
他
建
築
物
も
し
く
は

建
築
敷
地
の
整
備
、
ま
た
は
こ

れ
ら
と
併
せ
て
整
備
さ
れ
る
べ

き
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
の

整
備
に
関
す
る
事
業
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

な
お
、
被
災
市
街
地
復
興
推

進
地
域
内
で
土
地
の
形
質
の
変

更
（
※
）
ま
た
は
建
築
物
の
新

築
、
改
築
も
し
く
は
増
築
を
す

る
場
合
は
、
被
災
市
街
地
復
興

特
別
措
置
法
第
７
条
に
基
づ

き
、
都
知
事
の
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

※
土
地
の
形
質
の
変
更
と
は
…

切
土
、
盛
土
を
行
う
造
成
行

為
ま
た
は
宅
地
以
外
の
土
地

を
宅
地
に
す
る
行
為
の
こ
と

で
す
。

で
す
。
被
災
市
街
地
復
興
推
進

地
域
は
、
都
知
事
の
承
認
を
受

け
、
区
が
指
定
し
ま
す
。

◇
「
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措

置
法
」
と
は

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
一
カ

月
あ
ま
り
後
に
制
定
さ
れ
た
法

律
で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
を
受
け
た
市

街
地
に
つ
い
て
、
そ
の
緊
急
か

つ
健
全
な
復
興
を
図
る
た
め
、

被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
内

に
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

に
よ
り
、
迅
速
に
良
好
な
市
街

地
の
形
成
と
都
市
機
能
の
更
新

を
図
り
、
公
共
の
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◇
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域

の
指
定
の
要
件

�
大
規
模
な
火
災
、
震
災
そ
の

他
の
災
害
に
よ
り
、
当
該
区
域

　

建
築
基
準
法
第　

条
に
基
づ

８４

く
第
一
次
建
築
制
限
の
制
限
期

間
は
、
最
長
で
も
災
害
発
生
か

ら
二
カ
月
後
ま
で
で
す
。

　

し
か
し
、
被
災
前
か
ら
ま
ち

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が
非
常

に
進
み
、
住
民
の
お
お
む
ね
の

合
意
が
な
さ
れ
て
い
た
地
区
は

別
と
し
て
、
通
常
は
、
二
カ
月

で
は
復
興
都
市
計
画
の
決
定
の

め
ど
は
立
た
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

そ
の
場
合
は
、
一
定
の
期
間

を
か
け
て
復
興
ま
ち
づ
く
り
の

合
意
形
成
を
進
め
て
い
く
た

め
、
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措

置
法
第
５
条
に
基
づ
き
「
被
災

市
街
地
復
興
推
進
地
域
」
を
指

定
し
、
そ
の
地
域
内
で
の
建
築

行
為
な
ど
を
制
限
し
ま
す
。

　

建
築
制
限
の
期
間
は
、
災
害

が
発
生
し
た
日
か
ら
二
年
以
内

計計画画的的にに市市街街地地復復興興をを進進めめてていいくくたためめ、、壊壊滅滅的的なな被被害害
をを受受けけたた地地区区ののううちち都都市市計計画画事事業業ななどどをを予予定定すするる区区域域
でではは、、建建築築物物のの建建築築をを制制限限ししたたりり、、禁禁止止ししたたりりすするるこことと
ががあありりまますす。。
制制限限さされれるる期期間間はは、、最最長長２２年年間間でですす。。

　

家
屋
被
害
概
況
調
査
に
よ
る

大
被
害
地
区
（
お
お
む
ね
八
割

以
上
の
家
屋
が
全
壊
・
半
壊
・

全
半
焼
し
て
い
る
と
見
込
ま
れ

る
地
区
）
を
中
心
と
し
て
、
市

街
地
再
開
発
事
業
や
土
地
区
画

整
理
事
業
な
ど
に
よ
り
、
市
街

地
復
興
を
図
る
べ
き
区
域
に
つ

い
て
は
、
震
災
が
起
き
た
日
か

ら
一
カ
月
以
内
の
期
間
に
限

り
、
そ
の
区
域
内
で
建
物
を
建

て
る
こ
と
を
制
限
ま
た
は
禁
止

し
ま
す
。

　

こ
の
制
限
期
間
は
、
さ
ら
に

一
カ
月
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

建
築
制
限
区
域
の
素
案
は
、

区
が
作
成
し
ま
す
。
そ
し
て
、

都
が
広
域
的
な
視
点
か
ら
調
整

し
、
区
域
を
指
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
第
一
次
建
築
制
限
の

標
準
的
な
内
容
は
、
下
図
の
と

お
り
で
す
。

◇
建
築
制
限
の
お
知
ら
せ
と
復

興
相
談
所
の
開
設

　

建
築
制
限
を
実
施
し
た
際

は
、
広
報
紙
の
配
付
・
送
付
、

制
限
区
域
で
の
立
看
板
の
設
置

な
ど
に
よ
り
区
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
築
制
限
に
関
わ
る

情
報
提
供
や
建
築
相
談
そ
の
他

の
相
談
を
お
受
け
す
る
場
と
し

て
、
区
庁
舎
と
建
築
制
限
区
域

内
ま
た
は
そ
の
周
辺
に
、「（
仮

称
）
復
興
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。

▼

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
壊
れ
た
家
（
７
年
１
月
）

▲市街地復興模擬訓練

　建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第８４条第１項の規定に基づき、次のとお
り区域を指定し、期間を限り建築物の建築を制限する。
１　建築制限の内容
　次項に掲げる区域内においては、建築物の建築（新築、改築、増築および移築）
をしてはならない。ただし、以下に掲げるものについてはこの限りではない。
�国、地方公共団体等が復興都市計画事業の一環として建築する建築物。
�次に掲げる要件に該当する建築物。
　ア　階数が２以下であり、かつ、地階を有しないこと。
　イ　主要構造部が木造、鉄骨造、コンクリートブロック造、その他これらに類

する構造であること。
　ウ　容易に移転し、または除却することができるものであること。
�以下略　
２　区域
３　期間

被災市街地における建築制限について

��

�
�
�
�
�
�
	

（
災
害
発
生
後
二
カ
月
以
内
・
建
築
基

準
法
第　

条
）

８４

��

�
�
�
�
�
�
	

（
災
害
発
生
後
二
カ
月
〜
ニ
年
以
内
・
被

災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
第
７
条
）
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復興まち
づくりの
進め方

〈復興地区区分と内容〉
内　　　　　　　　　容区　　分

建築物などの集中的倒壊や焼失、都市基盤施設（※1）の損壊な
どの壊滅的な被害を受け、建築物等の更新（※２）と都市基盤施
設の整備を、緊急かつ重点的に行うことが必要な地区。建築制限
を行いながら、都市計画事業を行う地区になります。

重点復興地区

相当数の建築物などが倒壊、焼失し、かつその地区内の一部の区
域が建築物などの集中的倒壊や焼失、都市基盤施設の損壊など甚
大な被害を受け、当該区域を含めた都市基盤施設の整備を一体的
に行うことが必要な地区。一部の区域で建築制限、都市計画事業
を行い、その他は修復型の復興を進める地区です。

復興促進地区

建築物などの倒壊や焼失が散在的に見られ、当該建築物などの更
新を誘導することが必要な地区。主に修復型の復興を進める地区
です。

復興誘導地区

被害がほとんど見られない地区。一 般 地 区

※１．都市基盤施設＝道路、公園等の都市の基盤となる施設。
※２．建築物等の更新＝災害に強いまちづくりを促進するため、耐震性および耐火性の高
い建築物の新築、改築などをすること。

　

復
興
対
策
に
取
り
組
む
た

め
、
災
害
発
生
か
ら
お
お
む
ね

一
週
間
後
に
、
災
害
対
策
本
部

の
も
と
に
震
災
復
興
本
部
を
設

置
し
ま
す
。　

　

震
災
復
興
本
部
の
復
興
ま
ち

づ
く
り
班
の
職
員
が
、
復
興
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
街
地
の
計
画
的
な
整
備
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、

復
興
を
円
滑
に
推
進
し
、
災
害

に
強
い
市
街
地
を
形
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
街
地
復

興
整
備
条
例
を
施
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
条
例
の
内
容
は
今
後

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
骨
子
案
は
準

備
し
て
あ
り
ま
す
。

　

住
民
説
明
会
の
開
催
や
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
の
協
議
・
提

言
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
合
意

形
成
を
図
り
、
市
街
地
復
興
基

本
計
画
（
骨
子
案
）
と
地
区
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）

を
修
正
し
、
市
街
地
復
興
基
本

計
画
と
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

区
は
、
住
民
主
体
の
地
区
復

興
ま
ち
づ
く
り
が
円
滑
に
進
む

よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な

ど
に
対
し
、
ま
ち
づ
く
り
情
報

の
継
続
的
な
提
供
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
専
門
家
の
派
遣
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
組
織

化
の
考
え
方

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
地

権
者
な
ど
の
関
係
権
利
者
と
地

域
住
民
で
構
成
し
ま
す
。

　

区
長
は
、
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
「
杉
並
区
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
に
基
づ
き
、
協
議
会

の
認
定
を
行
い
ま
す
。

�
被
災
前
か
ら
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
活
動
し
て
い
た
地
区
で

は
、
従
前
の
組
織
を
母
体
に
参

加
者
を
拡
大
し
て
組
織
を
拡
充

し
ま
す
。

�
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
な
か

っ
た
地
区
で
は
、既
存
の
町
会
・

自
治
会
・
防
災
会
・
地
域
防
災

連
絡
会
、
そ
の
他
地
域
で
活
動

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
な
ど
に

呼
び
か
け
、
で
き
る
か
ぎ
り
組

織
化
を
進
め
ま
す
。

　

都
の
都
市
復
興
基
本
計
画

（
骨
子
案
）
と
の
整
合
を
図
り

つ
つ
、
杉
並
区
の
地
域
特
性
を

重
視
し
た
市
街
地
復
興
基
本
計

画
（
骨
子
案
）
を
作
成
し
、
公

表
し
ま
す
。

　

市
街
地
復
興
基
本
計
画
（
骨

子
案
）
に
は
、
次
の
内
容
を
盛

り
込
み
ま
す
。

�
復
興
の
目
標

�
土
地
利
用
の
方
針

�
道
路
や
公
園
、
公
共
施
設
の

整
備
方
針

�
重
点
復
興
地
区
、
復
興
促
進

地
区
、
復
興
誘
導
地
区
ご
と
の

復
興
の
基
本
方
針

　

区
内
全
体
を
対
象
に
し
た
市

街
地
復
興
基
本
計
画（
骨
子
案
）

に
引
き
続
き
、
区
は
、
被
災
地

区
ご
と
に
地
区
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
素
案
を
作
成
し
、
公

表
し
ま
す
。　

◇
復
興
対
象
地
区
と
被
災
市
街

地
復
興
推
進
地
域
と
の
関
係

　

復
興
対
象
地
区
の
う
ち
、
土

地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地
再

開
発
事
業
な
ど
が
想
定
さ
れ
る

重
点
復
興
地
区
の
大
部
分
と
復

興
促
進
地
区
の
一
部
を
、
被
災

市
街
地
復
興
推
進
地
域
に
指
定

し
ま
す
。

　

市
街
地
復
興
基
本
計
画
や
地

区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
踏

ま
え
て
、
復
興
事
業
を
行
う
地

区
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

等
と
協
議
し
つ
つ
事
業
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
震
災
復
興
の
た
め
の
特
例

措
置
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
必
要
な
財
源
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
関
係
機
関
と
調
整
を

図
り
ま
す
。　

�
一
時
避
難
地
の
桃
井
原
っ
ぱ
広
場
（
桃
井
３
丁
目
・
日
産
自

動
車
荻
窪
工
場
跡
地
）

　

家
屋
被
害
概
況
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
都
の
都
市
復
興
基

本
方
針
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
区
の
市
街
地
復
興
の
基
本

的
な
方
針
を
策
定
し
、
公
表
し

ま
す
。

　

市
街
地
復
興
基
本
方
針
の
内

容
は
、
区
の
「
ま
ち
づ
く
り
基

本
方
針
」に
即
し
た
も
の
と
し
、

�
生
活
の
再
建
、
�
防
災
機
能

の
向
上
、
�
生
活
環
境
の
向
上

を
め
ざ
し
ま
す
。

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�

（
災
害
発
生
後
一
〜
二
カ
月
）

　

区
長
は
、
復
興
対
象
地
区
と

し
て
「
重
点
復
興
地
区
」、「
復

興
促
進
地
区
」、「
復
興
誘
導
地

区
」
の
三
種
類
の
地
区
を
指
定

し
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
「
一
般
地
区
」

と
あ
わ
せ
、
区
内
を
四
つ
の
復

興
地
区
に
区
分
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

区
長
は
、
復
興
対
象
地
区
を

指
定
、
ま
た
は
変
更
・
廃
止
し

た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
告
示
し

ま
す
。

　

復
興
地
区
の
内
容
は
、
右
下

表
の
と
お
り
で
す
。

◇
復
興
地
区
区
分
の
設
定

　

�
被
災
前
の
土
地
区
画
整
理

事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
の

整
備
状
況
、
�
被
災
前
の
都
市

計
画
道
路
、
公
園
や
防
災
都
市

づ
く
り
な
ど
の
状
況
、
�
被
害

の
程
度
の
三
つ
を
重
ね
合
わ
せ

て
決
定
し
ま
す
。

◇
建
築
行
為
の
届
出

　

復
興
対
象
地
区
内
で
建
築
物

な
ど
を
建
築
す
る
場
合
は
、
区

長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
適
用
期
間
は
、
原
則
と

し
て
災
害
発
生
の
日
か
ら
二
年

以
内
と
し
ま
す
。

　

市
街
地
復
興
対
策
に
は
、震
災

予
防
対
策
・
応
急
対
策
と
同
様

に
、
区
民
や
事
業
者
が
「
自
ら
の

生
命
は
自
ら
が
守
る
」と
い
う
自

助
と「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」と
い
う
共
助
の
考

え
方
に
立
ち
、「
自
助
・
共
助
・

公
助
（
行
政
）」
の
三
位
一
体
で

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

区
で
は
、「
杉
並
区
市
街
地
復

興
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、主
と
し
て
区
職
員

向
け
に
市
街
地
復
興
に
必
要
な

行
動
と
手
順
な
ど
を
簡
潔
に
ま

と
め
た
手
引
書
で
す
。

　

こ
の
資
料
は
、
区
政
資
料
室

（
区
役
所
西
棟
二
階
）、図
書
館
、

都
市
計
画
課
（
区
役
所
西
棟
五

階
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。ま
た
、区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
区
政
資
料
」
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。
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（
災
害
発
生
か
ら
一
週
間
後
）
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（
災
害
発
生
後
二
週
間
以
内
）
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（
災
害
発
生
後
一
カ
月
以
内
）
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（
災
害
発
生
後
一
カ
月
以
内
）
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（
災
害
発
生
後
六
カ
月
以
内
）
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�
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（
災
害
発
生
後
六
カ
月
以
降
）


